
  

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

午前中は「論文投稿のための準備」、「投稿論文作成のテクニック」というテーマの講義を実施し、午

後からは抄録作成の演習を行った。 

「論文投稿のための準備」の講義は、修士論文を投稿する必要性、投稿するための論文執筆計画の立

て方、投稿先の選定の仕方、論文採択の鍵という内容であった。「投稿論文作成のテクニック」の講義は、

学位論文をどのように投稿論文に仕上げていくのか、論文を作成するにあたっての文章を書く上でのコ

ツや注意点、学術論文の構成と記載する上でのポイントについての内容であった。受講した 2つの講義

で学んだことを活かしながら、受講生が持ち寄った修士論文のどの部分を公表するのか、その論文の成

果を誰に伝えたいのかを考えながら論文の投稿先を選定し、実際に抄録を作成するという演習を行った。

受講生は改めて自分が作成した修士論文に向き合い、自分が伝えたかった成果は何であったのかを振り

返った。この公開講座をとおして、論文投稿することの難しさを感じながらも、成果を眠らせたままと

せず、投稿していかなければならないという修了生のモチベーションの向上につながった。 

最後に全体で学びのフィードバックを行い、全体としてのセミナーの満足度は高かった。講義の感想

として、マンツーマンの丁寧な指導によって、終了後に眠らせていた論文を投稿するための計画が立っ

たという意見があった。 

令和 3年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【あなたの修士論文、眠らせないで論文投稿へ】 

日 程: 令和 4年 1月 8日（土）10 時－15時 

受講者数:6 名 

会 場：兵庫県立大学明石看護キャンパス 406 

講 師:川田 美和、撫養 真紀子 

 

修士論文の作成は、調査や事例介入研究を通じて事例や現象を深く掘り下げ、見つめる機会となりま

す。修士論文の成果は、臨床実践において、非常に大切な情報となりますので、論文として発信してい

くことが重要です。公開講座では、論文投稿の方法について解説するとともに、演習をとおして投稿で

きる形になるように支援していくことを目的としました。 


